
Title 大型動物プランクトンの日周鉛直移動に伴う物質鉛直フラックス

Author(s) 山口, 篤; 花宮, 由理佳; 村瀬, 弘人 他

Citation 水産海洋研究, 75(3), 185-186

Issue Date 2011-08-01

Doc URL https://hdl.handle.net/2115/56884

Type journal article

File Information 48)yamaguchi-suisankaiyo_ocr-1.pdf

Hokkaido University Collection of Scholarly and Academic Papers : HUSCAP



シンポジウム

12.大 型動物プランク トンの日周鉛直移動に伴 う物質鉛直フラックス

 Vertical flux of materials by diel vertical migration of macrozooplankton

山口　 篤(北 大院水産)・花 宮由理 佳(北 大院水産)・村瀬弘人(日 鯨研)・渡邉　光(遠 洋水研)

はじめに

海洋における生物ポンプの定量評価において,動 物プラン

ク トンの日周鉛直移動による能動的物質輸送を明らかにす

ることは重要である(Longhurst,1991).西 部北太平洋は

生物ポンプが活発に駆動す る海域であると考えられている

が(Honda,2003),当 海域 における能動輸送量に関する研

究はまだ少なく,特 に大規模な日周鉛直移動を行い,深 層

への物質輸送に重要な役割を果たしていると考えられる大
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型動物 プラ ンク トンについての知 見 は乏 しい.そ こで我 々

は,夏 季の西 部北太平洋 の物質循 環 におけ る大型動物 プ ラ

ンク トンの寄 与 を明 らか にす る ことを 目的 と して環 境 セ ン

サ 付 き 多 段 開 閉 式 プ ラ ン ク トンネ ッ ト(MOCNESS)

(Wiebeeta1.,1976)に よ る大型 動物 プ ランク トンの層別 定

量採 集 を昼夜 に行 い,特 に端脚類 とオキア ミ類 の 日周鉛直

移動 につ いて明 らかに し,ま たそれ に伴 う能動輸 送量 の推

定 を行 った.

材 料 と方法

2003年6月16日 か ら25日 に か けて,遠 洋 水産 研 究所 の 調

査船 「俊鷹 丸」 にて行われ た第二期北西 太平洋鯨 類捕獲 調

査(JARpNII)の1580E線 に 沿 っ た3定 点(390N,Stn2;

41。N,Stn10;440N,Stnl6)に お いて,MOCNESS(網 口

1m2,目 合 い0.33mm)に よ る,水 面 か ら深 度250mま で

を8層 に分 け た昼夜 の鉛直 区分採集 を行 った.同 時 にCTD

に よ る水温 と塩分 の測定 も行 った.試 料 はホル マ リン海 水

で保存 し,陸 上実験 室で実体顕 微鏡下 にて端脚類 とオ キ ァ

ミ類 を選 別 し,種 同定,計 数 お よび体 長測定 を行 った.個

体 数 に優 占 した端脚 類6属7種 とオキ ア ミ類5属5種 につ い

て乾重 量(drymass:DM)を 測 定 し,水 温 とDMを 変 数 と

す る呼吸 量推 定 を行 い(Ikeda,1985),同 化 効率 と総 成 長

効 率 を仮 定 す る こ とに よ り(IkedaandMotoda,1978),夜

間 の表層 での摂餌量 と昼 間の深層 での呼吸量 を求 めて能動

輸 送量 を推定 した.

結 果 および考察

水温 は,Stn2で5.3-16.7。C,StnlOで4.3-10.4。C,Stnl6で

4.0-10.5。Cの 範囲 に あ り,StnlOで は 深度30m付 近 に水 温

躍 層 の発 達 が見 られ た.海 洋表 面 に お け る塩 分 は33.3-

34.4の 範 囲 に あ り,い ずれ の定点 で も深度500m付 近 で約

34.0に 収 束 して いた.ま たT-Sダ イ アグ ラムよ り,Stn2は

亜 熱帯域,Stn10お よびStn16は 移 行領域 と判断 された,

調 査 海 域 にお い て 端脚 類 は17属25種 が 出現 した.0-

250m水 柱 を通 した 出 現 個 体 数 密 度 は昼 間 で は60-574

inds。m)2,夜 間 は35-5,228inds.m-2の 範 囲 で変 化 し,バ イ

オ マ ス は,昼 間 は26-110mgDMm-2,夜 間 は18-1,178

mgDMm-2の 範 囲で変化 してい た.亜 熱帯域 で は暖水 性種

で あるPhronima属 が 昼夜 の個 体 数,バ イオマ ス ともに優

占 して い た.移 行領 域 で は昼 間はTliemistopacificaが 個 体

数,バ イオマ ス共 に優 占 してい たが,夜 間 には(]yphocaris

challengeriとVibiliagibbosaが バ イオ マスの大半 を 占めて お

り,顕 著 な 日周鉛 直移動 を行 って いた.

オ キ ア ミ類 は7属19種 が 出現 した.0-250m水 柱 を通 し

た 出 現 個 体 数 密 度 は,昼 間 は80-382inds.m-2,夜 問 は

286-2,156inds.m-2の 範 囲 で変 化 し,バ イオ マ ス は昼 間 は

18-176mgDMm　 2,夜 間 は437-1,562mgDMm-2の 範 囲 で

変化 し,い ず れの定 点で も夜 間のバ イオマスの増加 が顕著

で あ り,0-40m層 に 明瞭 な ピークが見 られた.夜 間のバ イ

オ マ スの多 い層で は,Euphausia属 とThysanoessa属 が その

占有率 の ほ とん どを占めて いた.こ のよ うに,両 分類群 で

日周鉛 直移動性 種 によ る夜 間のバ イオマスの顕著 な増加 が

見 られた.

本 研 究 で推 定 した夜 間表 層 での 摂餌量 は端脚類 で0.21-

12.78mgCm-2day　 1,オ キ ア ミi類で5.51-17.85mgCm-2

day)1の 間 に あ り,昼 間 深 海 で の呼 吸 量 は端 脚 類 で0.11-

8.40mgCm-2dayも1,オ キ ア ミ類 で3.02-10.13mgCm-2

day-1の 間 に あった.両 分 類群 を合 わせ た大型 動 物 プ ラ ン

ク トン に よ る摂 餌量 は9.10-30.63mgCmH2day-1,呼 吸 量

は4.20-18.53mgCm-2day-1と 推 定 され た.本 研 究 の 結果

を既報 のStnKNOT(440N,1550E)で の6-8月 の一 次生産量

と比 較 した ところ,本 研究 にお ける大型 動物 プ ランク トン

の摂 餌量 は一次 生産量 の4-13%に 相 当 した.ま た この一次

生産 量か ら沈 降粒子 フラ ックス量 を計 算 し呼吸量 と比較 し

た ところ,深 層 での呼吸量 は この沈降粒 子 フ ラックス量 の

3-140/。に 相 当 して お り,当 海域 の物質循環 におけ る大型 動

物 プ ランク トンの能動輸 送の寄与 の大 き さが示 され た.
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